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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第７区分
【発行日】平成27年1月15日(2015.1.15)

【公開番号】特開2013-86952(P2013-86952A)
【公開日】平成25年5月13日(2013.5.13)
【年通号数】公開・登録公報2013-023
【出願番号】特願2011-231562(P2011-231562)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｇ  47/80     (2006.01)
   Ｂ２３Ｑ   7/03     (2006.01)
   Ｂ６５Ｇ  47/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｇ  47/80    　　　Ｚ
   Ｂ２３Ｑ   7/03    　　　Ｚ
   Ｂ６５Ｇ  47/14    １０２Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成26年11月20日(2014.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転駆動される搬送帯（１１）と、回転駆動自在に支持される回転テーブル（２１）と
を備え、前記搬送帯（１１）によって搬送される製品（４３）を、前記回転テーブル（２
１）に受け渡して回収する製品回収装置において、前記搬送帯（１１）と一体的に回転す
る回転部（９）と、前記回転テーブル（２１）の駆動力入力部（２６）とを連係する連係
手段（２９）を設け、該連係手段（２９）を介して前記搬送帯（１１）及び前記回転テー
ブル（２１）を連動駆動するアクチュエータ（１２）を設け、１つのアクチュエータ（１
２）によって前記搬送帯（１１）と前記回転テーブル（２１）の両方を駆動する製品回収
装置。
【請求項２】
　前記回転テーブル（２１）を回転自在に支持するベース板（１６）を設け、該ベース板
（１６）を、前記搬送帯（１１）を支持するフレーム（８）側に着脱自在に支持して設け
た請求項１に記載の製品回収装置。
【請求項３】
　前記フレーム（８）に、支持板（１４）を着脱自在に設け、該支持板（１４）に前記ベ
ース板（１６）を一体的に固定し、前記支持板（１４）にスプロケット（３３，３４）を
回転自在に支持し、前記連係手段を無端チェン（２９）とし、該無端チェン（２９）を、
前記スプロケット（３３，３４）を介して、前記搬送帯（８）の駆動力入力部（９）と、
前記回転テーブル（２１）の駆動力入力部（２６）に設けられるスプロケット（１３，２
８）の間に掛け回した請求項２に記載の製品回収装置。
【請求項４】
　前記アクチュエータ（１２）が間欠的に駆動され、前記搬送帯（１１）及び前記回転テ
ーブル（２１）を間欠的に回転させる請求項１から３のいずれか１つに記載の製品回収装
置。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　上記課題を解決するための本発明の製品回収装置は、回転駆動される搬送帯１１と、回
転駆動自在に支持される回転テーブル２１とを備え、前記搬送帯１１によって搬送される
製品４３を、前記回転テーブル２１に受け渡して回収する製品回収装置において、前記搬
送帯１１と一体的に回転する回転部９と、前記回転テーブル２１の駆動力入力部２６とを
連係する連係手段２９を設け、該連係手段２９を介して前記搬送帯１１及び前記回転テー
ブル２１を連動駆動するアクチュエータ１２を設け、１つのアクチュエータ１２によって
前記搬送帯１１と前記回転テーブル２１の両方を駆動することを第１の特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　第２に、前記回転テーブル２１を回転自在に支持するベース板１６を設け、該ベース板
１６を、前記搬送帯１１を支持するフレーム８側に着脱自在に支持して設けたことを特徴
とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　第３に、前記フレーム８に、支持板１４を着脱自在に設け、該支持板１４に前記ベース
板１６を一体的に固定し、前記支持板１４にスプロケット３３，３４を回転自在に支持し
、前記連係手段を無端チェン２９とし、該無端チェン２９を、前記スプロケット３３，３
４を介して、前記搬送帯８の駆動力入力部９と、前記回転テーブル２１の駆動力入力部２
６に設けられるスプロケット１３，２８の間に掛け回したことを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　第４に、前記アクチュエータ１２が間欠的に駆動され、前記搬送帯１１及び前記回転テ
ーブル２１を間欠的に回転させることを特徴とする。
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